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認定
全会一致

商　工　費

９億３９３７万円
農林水産業費

５億４３３７万円

教 育 費

１５億１９万円
消 防 費

特徴的な事業

をチェック

※ふるさと納税額　５億５３７９万円

４億７０５５万円

◦新庁舎改築工事他
　22億3532万円
◦町産木材調達

　7402万円

百野橋橋梁補修
　　6480万円

亀岡地区公民館改築　3億9179万円

◦中小企業設備投資等補助　　　　11４７万円
◦リーダー経営人財育成塾　　　　990万円
◦地域活性化・物価高騰対策　　 ３６５５万円
◦デジタル行政ポイントサービス　　　59０万円

◦地域おこし協力隊　　　　　　　367万円
◦有害鳥獣対策　　　　　　　　　558万円
◦新規就農者支援関連　　　　　　3155万円
◦みどりの食糧システム戦略緊急対策
　　　　　　　　　　　　　　　251万円

◦日向洞窟遺跡西地区発掘調査
　　報告書印刷　 588万円
◦総合交流プラザ照明LED化
　　 　　　　　 1139万円
◦全日本競歩大会 39２万円

新庁舎建設
スマートIC整備
1億５３９９万円

◦消防施設整備
　　　　　1343万円
◦防災資機材整備
　　　　　　73万円
◦消防団員装備品購入
　　　　　105万円

2025.10. 20 －３－

令和６年度決算
　令和６年度の決算について、決算特別委員会で審査し全ての決算を認定しま
した。身近な事業、事業費の大きなもの等を中心に紹介します。

２６５億６１９８万円

歳　入（収入） 歳　出（支出）

一般会計 166億2810万円 156億6311万円

特別会計　８会計　合計 58億9214万円 56億7087万円

公

営

企

業

会

計

病 院 事 業
収益的収支 26億1260万円 27億1473万円

資本的収支 3億　128万円 4億5393万円

水 道 事 業
収益的収支 5億5831万円 4億6600万円

資本的収支 4469万円 2億9832万円

下水道事業
収益的収支 7億9756万円 7億6216万円

資本的収支 3億8062万円 5億3282万円

総 合 計 272億1534万円 265億6198万円

総　務　費

４５億３２１１万円
民　生　費

3６億５９０２万円

衛　生　費

1１億4８２３万円
土　木　費

１４億８３３０万円

全 会 計 支 出 額（使った金額）

基金残高　３３億 ７４５５万円　　町債残高　１８１億４００５万円

（金額は万円未満切り捨て）

決算
審査

◦公園管理（中央公園バックスクリーン改修工事等）
　　　　　4839万円
◦住宅リフォーム支援
　　　　　　927万円
◦町道安久津高畠線
　　　　　5366万円

◦住民票等コンビニ交付
1254万円

◦高畠高校魅力化
742万円

◦デュアルスクール受入
253万円

◦デマンド延伸実証実験　　　　　　160万円
◦子ども子育て支援事業計画策定ニーズ調査分析
　　　　　　　　　　　　　　 １９８万円
◦介護職員等キャリアアップ支援　 　　20万円
◦こども家庭センター整備　　　　　529万円

◦環境計画推進
　　　　　962万円
◦出産・子育て応援交付金
　　　　　836万円
◦住民保健（検診など）
　　　　 5328万円
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決

算

　
令
和
６
年
度
の
決
算
が

提
案
さ
れ
、
次
の
質
疑
が

あ
っ
た
。

　　問
　
町
税
収
入
が
減
少
し

自
主
財
源
比
率
が
低
下
し

て
い
る
。
今
後
、
自
主
財

源
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し

て
い
く
の
か
。

答
　
自
主
財
源
に
限
ら
ず

あ
ら
ゆ
る
財
源
を
検
討
し

て
い
く
。
特
に
ふ
る
さ
と

納
税
が
有
効
な
歳
入
確
保

の
手
段
と
考
え
る
。
ま
た

歳
出
削
減
に
も
取
り
組
み

問
　
魅
力
化
事
業
の
内
容

は
。

答
　
経
済
面
だ
け
で
は
な

く
、
高
畠
高
校
や
生
徒
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
図
っ
て

い
く
。

　問
　
げ
ん
き
な
高
畠
イ
ベ

ン
ト
助
成
金
６
０
０
万
円

に
対
す
る
経
済
効
果
は
。

答
　
青
竹
ち
ょ
う
ち
ん
ま

つ
り
で
は
、
マ
ル
シ
ェ
、

商
店
街
、
町
内
事
業
所
、

露
天
商
分
を
含
め
る
と

１
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
経

済
効
果
を
生
み
出
せ
た
。

　問
　
中
央
公
園
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
更
新
の
改
善
点

は
。
　

答
　
老
朽
化
に
よ
る
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
り
、
安
全
性

確
保
の
た
め
更
新
。
野
球

の
背
景
環
境
を
整
備
。

　問
　
熱
中
症
対
策
等
の
環

境
改
善
事
業
は
そ
の
都
度

行
う
の
か
、
計
画
的
に
行

う
の
か
。

答
　
年
度
ご
と
に
必
要
箇

所
を
取
り
ま
と
め
、
次
年

度
以
降
に
反
映
し
て
い
る
。

問
　
長
期
的
な
改
善
計
画

を
作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
現
状
は
年
度
対
応
だ

が
、
長
期
的
な
全
体
計
画

の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

　問
　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

で
約
27
万
円
の
不
用
額
が

出
て
い
る
が
、
捕
獲
量
へ

の
影
響
は
あ
る
か
。

答
　
協
議
会
事
業
と
合
わ

せ
て
実
施
し
て
い
る
た
め

金
額
に
差
異
は
あ
る
が
、

捕
獲
量
に
影
響
は
な
い
。

　問
　
災
害
対
策
用
の
ラ
ッ

プ
式
ト
イ
レ
の
よ
う
に
、

自
治
体
間
に
お
い
て
非
常

時
備
品
の
貸
し
借
り
す
る

よ
う
な
制
度
は
あ
る
か
。

答
　
県
か
ら
は
ト
イ
レ

カ
ー
等
を
借
用
で
き
る
。

近
隣
市
町
村
と
の
制
度
は

な
い
が
、
災
害
時
に
は
緊

急
的
な
物
品
の
や
り
と
り

を
図
る
。

問
　
消
防
団
装
備
品
の
整

備
状
況
は
。

答
　
順
次
更
新
。
安
全
靴

も
整
備
済
み
。
防
水
性
は

長
靴
よ
り
劣
る
が
安
全
性

を
優
先
し
て
い
る
。

問
　
今
後
の
管
路
更
新
の

見
通
し
は
。

答
　
計
画
に
基
づ
き
調

査
・
点
検
・
改
築
を
進
め
る
。

必
要
な
更
新
は
補
助
事
業

を
活
用
し
計
画
的
に
実
施
。

問
　
現
金
預
金
12
億
５
０

０
０
万
円
の
使
途
方
針
は
。

料
金
を
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
　
水
道
料
金
は
平
成
19

年
に
改
定
し
値
下
げ
を
し

た
。
資
金
は
人
口
減
少
に

よ
る
収
益
減
へ
の
備
え
と

老
朽
施
設
・
管
路
更
新
な

ど
将
来
の
設
備
投
資
に
充

て
る
。
　

　問
　
病
院
経
営
が
全
国
的

に
厳
し
い
中
、
昨
年
度
の

純
損
失
１
億
１
５
０
０
万

円
の
状
況
を
ど
う
改
善
し

て
い
く
の
か
。

答
　
全
国
的
に
診
療
報
酬

が
物
価
や
人
件
費
高
騰
に

追
い
つ
い
て
い
な
い
の
が

大
き
な
要
因
。
高
畠
病
院

で
は
入
院
収
益
の
確
保
を

目
指
し
、
稼
働
率
向
上
に

全
職
員
で
取
り
組
ん
で
い

る
。
全
国
病
院
団
体
か
ら

国
へ
要
望
書
も
提
出
さ
れ

て
お
り
、
補
正
予
算
で
の

支
援
金
や
診
療
報
酬
改
定

へ
の
働
き
か
け
に
同
調
し

て
い
く
。

問
　
診
療
時
間
を
延
長
す

れ
ば
収
入
増
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

答
　
延
長
す
れ
ば
患
者
は

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
が

医
師
・
看
護
師
・
技
師
・

事
務
職
員
な
ど
の
人
件
費

や
電
気
代
が
増
加
し
、
費

用
の
方
が
上
回
る
見
込
み
。

ま
た
町
内
診
療
所
と
の
バ

ラ
ン
ス
も
あ
り
、
延
長
は

慎
重
に
検
討
す
る
。

収
支
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て

い
く
。

　問
　
ふ
る
さ
と
納
税
だ
け

で
は
な
く
、
地
方
税
な
ど

自
主
財
源
を
伸
ば
す
方
針

は
あ
る
か
。

答
　
新
た
な
財
源
を
見
つ

け
る
の
は
困
難
。
現
実
的

に
は
ふ
る
さ
と
納
税
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

歳
入
・
財
政
状
況

高
畠
高
校
の
魅
力
化

商
工
観
光
イ
ベ
ン
ト

中
央
公
園
バ
ッ
ク

　ス
ク
リ
ー
ン
改
修

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

有
害
鳥
獣
対
策

災
害
対
策

下
水
道
事
業
会
計

水
道
事
業
会
計

病
院
事
業
会
計

2025.10. 20 －５－

補正
予算

　１１会計補正総額
９億７１２９万円

主な会計

注目事業

可決
全会一致

庁舎整備等経費　　　　　　　　　　　　３０２８万円
　　補正理由：庁舎完成後の周辺道路の整備

防犯カメラ設置補助事業　　　　　　　　　２００万円
　　補正理由：町内４商店街の防犯強化

幼児施設等給食費負担軽減事業　　　　　　２５６万円
　　補正理由：食材費の物価高騰による負担増に対する補助

斎場管理経費　　　　　　　　　　　　　　３３６万円
　　補正理由：施設維持のための保全事業

未来を育む農業担い手育成支援事業　　　　２２６万円
　　補正理由：継続的発展を目指す農業担い手の取り組みを
　　　　　　　オーダーメイド化型で支援

新型Ｊアラート受信機更新工事　　　　　　３５２万円
　　補正理由：人工衛星の新型化対応のため

一 般 会 計　　７億３８９４万円（総額１５８億５３３６万円）
国民健康保険　　　　７３６５万円（総額　２７億３７１１万円）
介 護 保 険　　１億４４７８万円（総額　３０億９０８０万円）
後期高齢者医療　　　　　３７７万円（総額 　３億２６１２万円）
宅 地 造 成　　　　　３４７万円（総額　 ２億　１７１万円）

▲防犯カメラ

▲工事中の八坂橋

　
町
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
用
ビ
ラ
と
ポ
ス

タ
ー
の
作
成
に
係
る
経
費

の
限
度
額
を
引
き
上
げ
る

も
の
。

地
方
公
務
員
の

育
児
休
業
の
多
様
化

選
挙
の
公
費
負
担
改
正

八
坂
橋
補
修
工
事

条

例

契
約
の
変
更

　
育
児
時
間
の
取
得
方
法

の
多
様
化
等
に
関
し
、
条

例
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
。

全
会
一
致
で
可
決

　
施
工
に
あ
た
り
橋
桁
の

塗
膜
成
分
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
労
働
安
全
衛
生
法

に
よ
り
特
定
化
学
物
質
に

指
定
さ
れ
て
い
る
鉛
と
ク

ロ
ム
が
検
出
さ
れ
、
塗と

膜ま
く

剥は
く

離り

剤
を
用
い
た
工
法
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
。

全
会
一
致
で
可
決

変
更
額
１
９
２
０
万
円
増



2025.10. 20－６－

委員会活動レポート

総 務
文 教

安全なまちづくり

高畠高校入学支援

複式学級を視察

　
有
害
鳥
獣
が
町
内
道

路
に
出
没
し
て
い
る
た

め
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
対
策
が
求

め
ら
れ
る
。

　
現
在
、
児
童
の
夜
道

の
通
学
等
に
安
全
を
期

す
た
め
に
、
防
災
行
政

無
線
や
猟
友
会
の
協
力

お
よ
び
学
校
の
連
絡
網

を
使
い
、
大
き
な
事
故

や
け
が
に
つ
な
が
ら
な

い
よ
う
、
様
々
な
面
か

ら
周
知
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
も
状
況
を
見
な
が

ら
、
各
団
体
と
の
連
携

や
連
絡
手
段
の
構
築
な

ど
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
防
災
の
観
点

か
ら
避
難
所
の
基
準
を

満
た
さ
な
い
箇
所
が
多

く
存
在
し
、
備
蓄
品
に

つ
い
て
も
足
り
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
の
避
難
所
の
基

　
７
月
31
日
に
高
畠
高

校
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
が
開
催
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
高
畠
町

の
支
援
内
容
の
周
知
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県

外
入
学
生
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
県
で
主
催
す

る
バ
ス
ツ
ア
ー
事
業
を

活
用
し
な
が
ら
入
学
者

増
に
向
け
て
支
援
に
動

い
て
い
る
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
等
も
高
校
と

調
整
を
図
り
な
が
ら
説

明
会
の
実
施
を
す
る
こ

と
で
、
独
自
の
取
り
組

み
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
て
い
る
。

　
８
月
現
在
、
高
畠
高

校
へ
76
大
学
か
ら
推
薦

枠
が
あ
る
。
進
路
に
お

い
て
も
選
択
肢
が
増
え

【
日
時
】

　
７
月
25
日
（
金
）

　
全
学
年
が
複
式
学
級

と
な
っ
て
い
る
二
井
宿

小
学
校
と
７
年
度
か
ら

３
、
４
年
生
で
複
式
学

級
と
な
っ
た
亀
岡
小
学

校
を
視
察
し
た
。

　
教
育
環
境
等
検
討
委

員
会
の
中
で
意
見
交
換

が
行
わ
れ
、
今
後
は
教

育
現
場
と
の
情
報
共
有

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

議
会
と
し
て
も
教
育
環

境
を
視
察
研
修
す
る
こ

体
育
や
音
楽
な
ど
の
大

勢
を
必
要
と
す
る
教
科

に
お
い
て
他
の
学
校
と

の
調
整
が
必
要
と
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
給
食
提

供
は
、
十
分
な
量
と
感

じ
た
。

　
亀
岡
小
学
校
で
は
、

３
年
生
７
人
と
４
年
生

９
人
の
複
式
学
級
で

あ
っ
た
。
数
年
前
か
ら

開
設
に
備
え
、
教
員
の

研
修
等
で
準
備
を
進
め

て
い
た
と
の
こ
と
で
、

る
と
と
も
に
、
バ
ス
ツ

ア
ー
に
お
い
て
は
県
外

か
ら
７
組
が
入
学
を
検

討
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
入
学
支
援
に
力
を

入
れ
た
効
果
が
見
え
て

き
て
い
る
。

準
を
満
た
す
た
め

に
は
、
予
算
の
確

保
が
大
事
で
あ

り
、
全
国
的
に
も

半
数
以
上
が
足
り

な
い
結
果
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か

ら
、
国
か
ら
の
支

援
等
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
。

児
童
に
お
い
て
も
、
問

題
把
握
、
自
力
解
決
、

協
働
学
習
を
取
り
入
れ

な
が
ら
順
応
し
て
い
る

と
感
じ
た
。

　
ど
ち
ら
の
学
校
も

「
自
ら
学
ぶ
力
」
を

チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い

て
、
何
よ
り
も
児
童
の

や
る
気
と
元
気
が
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
発
揮
し
て

い
る
印
象
を
受
け
た
。

と
で
、
現

状
と
課
題

を
注
視
し

て
い
か
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
二
井
宿

小
学
校
で

は
、
ど
の

学
年
の
教

員
も
児
童

も
慣
れ
た

雰
囲
気
で

授
業
が
進

め
ら
れ
て

い
た
。

　
課
題
と

し
て
は
、

産 業
厚 生

有 機 農 業
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①「
ま
ほ
ろ
ば
み
の
り
」

　
認
証
者
数
は
、
現
在

　
７
人
で
ほ
ぼ
野
菜
生

　
産
者
。
今
後
５
人
増

　
の
見
込
み
。

②
出
品
数
は
販
売
店
と

　
直
接
交
渉
。
価
格
設

　
定
は
出
品
者
が
決
め
、

　
売
れ
行
き
は
好
評
。

③
有
機
農
業
産
地
づ
く

　
り
推
進
協
議
会
を
左

　
記
内
容
で
開
催
。

・
技
術
的
フ
ォ
ロ
ー
・

　
今
後
の
Ｐ
Ｒ
方
法
・

　
説
明
な
ど
の
表
示
方

　
法
。

④
認
証
制
度
に
、
消
費

　
者
の
反
応
を
反
映
す

　
る
た
め
、
「
サ
ポ
ー

　
タ
ー
」
と
い
う
名
称

①
実
証
試
験
の
結
果
、

　
ひ
え
に
は
効
果
が
あ

　
っ
た
が
、
オ
モ
ダ
カ

　
な
ど
の
他
の
雑
草
に

　
は
効
果
が
少
な
か
っ

　
た
。
実
用
化
に
向
け

　
調
査
す
る
必
要
が
あ

　
る
。

地
域
認
証
制
度

抑
草
ロ
ボ
ッ
ト

自給野菜組合
懇談会

【
日
時
】

　
７
月
31
日
（
木
）

【
講
師
】

・
和
田
地
区
自
給
野
菜

　
組
合
　
高
橋  

稔 

氏

・
糠
野
目
地
区
自
給
野

　
菜
組
合
　

　
　
　
長
谷
川  

正 

氏

①
昭
和
39
年
設
立

　
調
理
員
の
方
た
ち
と

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　
ン
を
と
り
合
っ
て
い

和
田
地
区

自
給
野
菜
組
合

②
月
１
回
の
定
例
会
で
、

　
担
当
教
員
も
出
席
し
、

　
献
立
表
に
沿
っ
て
、 

　
供
給
種
目
を
決
め
て

　
い
る
。

③
供
給
量
は
、
年
間
約

　
30
万
円
分
。

④
県
の
伝
統
野
菜
で
あ

　
る
夏
刈
フ
キ
や
コ
ゴ

　
ミ
な
ど
を
子
ど
も
た

　
ち
は
興
味
深
く
食
べ

　
て
い
る
。

⑤
減
農
薬
化
を
「
ま
ほ

　
ろ
ば
み
の
り
認
証
制

　
度
」
を
参
考
に
進
め

　
た
い
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
木
村
雅
博

副
委
員
長
　
菊
地
英
雄

委

　
　員
　
伊
澤
良
治

　
山
木
義
昭

金
子
睦
夫

　
竹
田
正
樹

西
方
茂
太

　
で
消
費
者
に
も
加
わ

　
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

　
を
企
画
し
て
い
る
。

⑤
コ
メ
の
価
格
が
上
が

　
っ
て
い
る
が
、
有
機

　
栽
培
が
慣
行
栽
培
に

　
移
行
し
な
い
と
推
察

　
さ
れ
る
。

委
員
会
体
制
の
変
更

半
期
交
代
に
よ
り
委
員
会
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
。

（
詳
細
は
「
広
報
た
か
は
た
10
月
号
」
掲
載
）

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長
　
平
　
　
誠

副
委
員
長
　
佐
藤
純
子

委

　
　員
　
直
島
義
友

　
　
　
　
　
武
田
　
修

　
　
　
　
　
秋
葉
晶
子

　
　
　
　
　
武
田
正
隆

　
　
　
　
　
青
柳
　
貴

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
秋
葉
晶
子

副
委
員
長
　
菊
地
英
雄

委

　
　員
　
平
　
　
誠

　
　
　
　
　
木
村
雅
博

　
　
　
　
　
青
柳
　
貴

　
　
　
　
　
金
子
睦
夫

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長
　
青
柳
　
貴

副
委
員
長

　
竹
田
正
樹
（
広
報
）

　
武
田
正
隆
（
広
聴
）

委

　
　員

　
議
長
を
除
く
全
議
員

る
。

⑤
天
候
不
順
な
ど
に

　
よ
る
野
菜
の
生
育

　
状
況
が
第
一
の
不

　
安
要
素
で
あ
る
。

①
会
員
数
が
少
な
い
。

　
高
齢
化
と
納
入
価

　
格
が
割
に
合
わ
な

　
い
。
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
状
態
。

　
高
齢
化
は
進 

　
ん
で
い
る
が

　
会
員
数
は
８

　
人
ほ
ど
。

②
１
か
月
前
に

　
給
食
メ
ニ
ュ

　
ー
を
入
手
し
、

　
定
例
会
に
て

　
日
程
、
数
量
、

　
供
給
担
当
を

　
決
め
る
。

③
給
食
野
菜
の

　
約
６
割
を
カ

　
バ
ー
し
て
い

　
る
。

④
野
菜
の
形
に

　
関
し
て
は
、

糠
野
目
地
区

自
給
野
菜
組
合
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広 報 研 修 会

町村議会
意見交換会

その他の
活 動

広 報
広 聴

【
日
時
】

　
７
月
14
日
（
月
）

　
12
時
30
分
～

【
場
所
】

　
山
形
国
際
交
流
プ
ラ
ザ

【
講
師
】

　
議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー

芳
野  

政
明 

氏

【
目
的
】
　

　
議
会
の
情
報
発
信
力

を
高
め
、
町
民
と
の
双

方
向
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョン
を
促
進
す
る
こ
と
。

　
議
会
活
動
や
決
定
事

項
を
住
民
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
、
情
報
公
開

を
推
進
す
る
。

「
何
を
決
め
て
い
る
の

か
」
「
な
ぜ
そ
う
な
っ

た
の
か
」
を
丁
寧
に
説

明
で
き
る
体
制
を
整
え

る
。

 

　
一
方
的
な
情
報
発
信

で
は
な
く
、
住
民
の
声

を
受
け
止
め
る
姿
勢
を

示
す
。

　
議
会
に
対
す
る
理
解

と
関
心
を
高
め
、
住
民

参
加
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
。

　
わ
か
り
や
す
い
文
章
、

写
真
・
図
表
の
活
用
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
の
使
い

方
な
ど
、
現
代
的
な
広

報
手
法
を
学
ぶ
。

　
成
功
し
て
い
る
議
会

広
報
の
事
例
を
知
り
、

当
町
で
活
用
で
き
る
方

法
を
検
討
す
る
。

議
会
の
透
明
性
向
上

町
民
と
の

信
頼
関
係
の
構
築

議
員
の

広
報
ス
キ
ル
向
上

他
自
治
体
と
の

広
報
の
共
有

【
日
時
】

　
７
月
30
日
（
水
）

【
場
所
】

　
山
形
県
自
治
会
館

【
参
加
議
員
】

　
　
西
方  

茂
太

【
内
容
】

＊
開
催
目
的

　
現
在
の
地
方
議
会
の

役
割
は
重
要
度
を
増
し

て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
方
自
治
体

の
重
責
を
担
う
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
一
方
、

依
然
と
し
て
町
村
議
会

は
立
候
補
に
お
い
て
、

様
々
な
課
題
を
抱
え
、

男
女
・
年
齢
構
成
の
議

員
構
成
が
大
き
く
偏
っ

て
お
り
、
年
々
議
員
の

な
り
手
が
少
な
く
な
り
、

立
候
補
に
お
け
る
無
投

票
や
定
数
割
れ
な
ど
の

傾
向
が
多
く
見
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

　
こ
の
と
き
に
あ
た
り
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会

の
活
動
等
を
把
握
す
る

と
と
も
に
、
重
点
要
望

に
つ
い
て
意
見
交
換
し
、

議
員
の
な
り
手
確
保
や

議
会
の
活
性
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
。

＊
第
１
部
　
講
演

　
全
国
町
村
議
会
議
長

　
会
議
事
調
査
部
長

飯
田  

厚 

氏

テ
ー
マ
：
「
町
村
議
会

の
課
題
に
対
す
る
全
国

会
の
取
組
」

＊
第
２
部
　
パ
ネ
ル
　

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
議
員
報
酬
に
つ
い
て

・
町
村
議
会
の
議
員
報

酬
は
、
市
議
会
の
約
半

分
の
水
準
。
同
じ
基
礎

自
治
体
の
議
会
議
員
と

し
て
の
職
責
は
同
じ
な

の
に
、
大
き
な
開
き
が

あ
る
。

・
議
員
の
な
り
手
と
し

て
女
性
や
若
者
等
に
立

候
補
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
環
境
整
備
が
必
要
。

・
議
員
報
酬
を
増
額
す

る
と
な
る
と
、
そ
れ
に

応
じ
た
活
動
量
を
担
保

す
る
必
要
が
あ
る
。
兼

業
の
議
員
が
多
い
実
態

を
踏
ま
え
る
と
、
そ
れ

は
可
能
な
の
か
。

②
情
報
発
信
・
主
権
者

教
育
に
つ
い
て

・
地
方
議
会
の
役
割
を

こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

議
会
が
主
体
と
な
っ
た

主
権
者
教
育
を
推
進
し

て
い
る
。

＊
ま
と
め

・
各
自
治
体
に
よ
っ
て

考
え
や
取
り
組
み
が
違

う
こ
と
か
ら
、
課
題
は

山
積
し
て
い
る
現
状
で

あ
る
た
め
、
今
後
も
研

修
に
参
加
し
て
、
広
域

的
な
意
見
交
換
か
ら
高

畠
町
の
発
展
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

議会広報クリニック
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特集
まちの声

聞かせておごえ！
町民インタビュー

齋
さ い

藤
と う

光
み つ

春
はる

 さん 屋代地区（７0代）

高畠地区（70代）

　私は稲作農家ではありませんが、一言申し上げます。

　昨年米不足から備蓄米の放出となり、米価が高騰しこの

先に不安を感じます。

　食糧管理法時代は政府が米を買い入れ、生産者、消費

者、行政機関で米価を決めておりましたが、現在は需要と

供給で決まります。

　需要の見誤りが米価高騰となりました。

　３０年間米価は下がり続け、減反も強化され、小規模の

稲作農家は廃業に追い込まれました。米作りで生活ができ

るように、戸別所得補償をしていただき、地域社会をも

守ってほしい。

　埼玉県八潮市の道路陥没事故を頭の片隅に、町上下水道
事業を窓口で確認。上水道は給水開始時からの長期年月で
の劣化は、計画的保全体制により健全な状態を維持。
　下水道管は約１０年の余裕の寿命。しかし地震大国の日
本。マグニチュード６以上の地震の約２割は日本周辺で発
生。高畠町が被る確率は決して低くない。
　その備えとしての生活インフラ、特に上下水道の重点的
対応を強く望む。
　一般的な災害時対応は既に存在しているが、さらに一段
階上の「コンティンジェシープラン（緊急時対応計画）」
を策定し、重点志向の予算措置を願う。
　厳しい財政下での難問ではあるが、このプランのゴール
を描き「布石を打つ」を今実践して頂きたい。

米作りで
　生活ができる農業を

布石を打つ

大
おお

河
か

原
わ ら

茂
しげ

紀
き

 さん

　近年、農業を取り巻く環境は大きく変化し、気候変動へ
の対応だけでなく、販売チャネルや経営の形も多様化して
おり、まさに転換期を迎えていると感じています。
　私は置賜の基幹産業である農業の魅力をもっと多くの方
に届け、農業を取り巻く環境を少しでも良くしていきたい
―そうした想いで、農業者の課題解決に伴走する個人事
業を営んでいます。
　販路拡大支援、農産物直売所運営支援、農家組織の事務
代行、補助金の情報提供など生産者の挑戦に寄り添い、地
域内外の関係者と連携しながら進めています。
　農業・商工・観光が連携し、暮らす人にも訪れる人にも
幸せを実感いただける仕組みづくりを、町とともに進めて
いけたら嬉しいです。

ビジネスネーム：井田孝樹さん

変わる時代の
　　　 農業サポート

亀岡地区（30代）白
し ら

石
い し

孝
こ う

樹
き

 さん

瀧
たき

　美
み

智
ち

子
こ

 さん 亀岡地区（60代）

　これからの高畠町は、年を重ねても安心して暮らせる町

であってほしいと願っています。そのためには、身近で受

けられる医療体制の充実、運転免許を返納した後も移動に

困らない交通手段の確保、そして人と人が交流できる場づ

くりが大切だと思います。こうした環境が整うことで、誰

もが笑顔で暮らせる町になると信じています。

　もちろん町からの支援は必要ですが、私たち町民一人一

人も、自分のできる範囲で少しずつ活動していくことが大

切だと考えています。

　先日、近所の高齢の方を訪ねてこられた町役場の職員さ

んと、その方がお話をされる場に偶然立ち会いました。優

しく丁寧に寄り添う様子に、私も心が温かくなりました。

　子どもからお年寄りまで、みんなに優しい町であってほ

しいと願います。

これからの
　　高畠町に望むこと
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町長　近隣の施設を有効に活用いただきたい　

「子どもが泳げる」
対策なしでいいのか

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

伊
い

澤
ざわ

良
よし

治
はる

　議員

▲元気に跳び回る子どもたち

問  

町
内
の
学
校
プ
ー
ル

は
、
今
年
の
夏
休
み
も
一

律
閉
鎖
さ
れ
た
。

　
一
方
、
近
隣
市
町
で
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
を
活
用

し
、
町
民
プ
ー
ル
ま
で
の

送
迎
を
実
施
し
、
夏
休
み

中
の「
子
ど
も
が
泳
げ
る
」

対
策
を
確
保
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
が

大
事
と
考
え
る
が
、
学
校

プ
ー
ル
閉
鎖
で
は
、
泳
ぐ

機
会
や
場
が
な
く
な
る
。

　
元
気
で
た
く
ま
し
く
成

長
さ
せ
る
た
め
に
も
「
子

ど
も
が
泳
げ
る
」
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
一
学
期
は
、
熱
中
症

対
策
を
講
じ
て
プ
ー
ル
授

業
を
実
施
し
た
。
夏
休
み

期
間
は
、
移
動
時
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
上
、
児
童

の
安
全
が
確
保
で
き
な
い

た
め
開
設
し
な
い
。

　
町
民
プ
ー
ル
は
な
い
が

町
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
置
賜
ス
ポ
ー
ツ
交
流
プ

ラ
ザ
ユ
ル
ッ
ト
」
な
ど
、

近
隣
の
施
設
を
有
効
に
活

用
い
た
だ
き
た
い
。

問  

当
町
の
学
校
教
育
は

１
５
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
り
、
そ
の
歴
史
が
変
わ

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
町
民
の
学

校
教
育
へ
の
理
解
と
関
心

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　
保
護
者
、
地
域
住
民
、

子
ど
も
の
考
え
を
十
分
反

映
で
き
る
場
の
確
保
や
、

結
論
あ
り
き
で
は
な
く
合

意
形
成
に
十
分
配
慮
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
　
町
民
・
保
護
者
等
の

意
見
や
考
え
を
う
か
が
う

機
会
は
必
要
で
あ
る
。
丁

寧
に
話
し
合
う
機
会
を
設

定
し
、
合
意
形
成
に
努
め

る
。

問  

町
民
の
教
育
問
題
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

学
校
教
育
で
大
切
に
考
え

る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
子
ど
も
同
士
が
競
争
し

「
勝
つ
・
負
け
る
」
の
教

育
よ
り
、
「
一
人
一
人
に

寄
り
添
い
き
め
細
か
い
指

導
こ
そ
大
事
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
考
え
が
ア
ン

ケ
ー
ト
で
最
も
多
か
っ
た
。

　
町
民
の
考
え
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
生
か
そ
う
と
し

て
い
る
か
。

答
　
学
校
規
模
に
関
わ
ら

ず
、
「
安
心
し
て
生
活
で

き
る
学
級
の
環
境
」
は
学

校
経
営
の
理
念
上
、
最
も

重
要
で
あ
る
。

　
現
在
、
山
形
さ
ん
さ
ん

プ
ラ
ン
少
人
数
学
級
編
成

に
よ
り
、
き
め
細
や
か
に

丁
寧
に
指
導
で
き
る
環
境

に
あ
り
、
こ
れ
を
基
に
、

子
ど
も
一
人
一
人
の
良
さ

を
捉
え
、
伸
ば
す
こ
と
に

今
後
も
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　

問  

県
内
外
の
統
合
問
題

で
様
々
な
方
法
が
と
ら
れ

て
き
た
。
統
合
一
辺
倒
で

は
な
く
、
休
校
や
分
校
な

ど
地
域
の
現
状
に
あ
っ
た

選
択
も
取
ら
れ
て
き
た
。

　
文
科
省
も
地
域
で
「
統

合
せ
ず
、
独
立
校
と
し
て

存
続
す
る
」
場
合
も
あ
る

と
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
と
地
域
を
真
ん

中
に
、
共
通
の
認
識
を
積

み
上
げ
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
　
子
ど
も
た
ち
の
学
び

を
中
心
に
据
え
、
高
畠
町

立
小
学
校
の
教
育
環
境
等

検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言

も
踏
ま
え
「（
仮
称
）高
畠

町
立
小
学
校
適
正
規
模
等

基
本
計
画
」
の
策
定
に
注

力
し
て
い
く
。

競
争
よ
り
一
人
一
人
が

大
事
に
さ
れ
る
教
育
を

様
々
な
学
校
の

在
り
方
の
検
討
を

町
民
の
考
え
や
意
見

を
反
映
で
き
る
場
の

確
保
を
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町長　米生産者の選択によると考える

米の増産は可能か

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

直
なお

島
しま

義
よし

友
とも

　議員

▲町産米の増産を願う

問  

石
破
総
理
が
令
和
８

年
度
か
ら
減
反
を
や
め
、

米
の
増
産
を
図
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し

次
の
理
由
か
ら
増
産
は
相

当
難
し
い
と
考
る
。

　
一
つ
目
は
高
齢
化
で
耕

作
を
や
め
る
農
家
が
多
い

こ
と
。
二
つ
目
は
農
機
具

が
高
額
で
、
故
障
す
れ
ば

耕
作
を
や
め
る
農
家
が
増

え
る
こ
と
。
三
つ
目
は
減

反
し
た
田
を
復
元
す
る
労

力
と
費
用
負
担
が
大
き
い

こ
と
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
も

米
の
増
産
が
で
き
る
の
か
。

答
　
今
の
状
況
の
よ
う
に
、

米
価
が
上
昇
し
、
農
業
所

得
が
向
上
す
れ
ば
米
増
産

希
望
の
生
産
者
は
お
の
ず

と
増
え
て
く
る
と
思
わ
れ

る
が
、
あ
く
ま
で
農
業
所

得
等
の
状
況
を
鑑
み
て
生

産
者
が
選
択
す
る
も
の
と

考
え
る
。

　
町
と
し
て
は
、
生
産
者

の
所
得
向
上
が
最
優
先
と

考
え
る
。

問  

１
９
４
５
年
に
広
島

と
長
崎
に
原
爆
投
下
さ
れ

た
後
に
終
戦
し
、
今
年
で

80
年
が
た
っ
た
。
翌
年
生

ま
れ
で
戦
争
を
知
ら
な
い

私
だ
が
、
あ
の
悲
惨
な
原

爆
を
決
し
て
使
用
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
平
和
宣
言
を
し
て
い
る

町
と
し
て
、
具
体
的
な
行

動
を
と
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
　
我
が
国
が
唯
一
の
被

爆
国
で
あ
る
立
場
か
ら
恒

久
平
和
を
希
求
す
る
平
和

都
市
宣
言
は
、
私
た
ち
の

平
和
な
日
常
生
活
の
礎
で

あ
り
、
自
治
体
と
し
て
で

き
得
る
平
和
な
地
域
社
会

の
構
築
へ
つ
な
が
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問  

地
球
温
暖
化
に
よ
り

各
所
で
災
害
が
発
生
し
て

い
る
。
当
町
の
災
害
発
生

後
の
対
応
は
。

①
被
災
し
た
道
路
、
河
川
、

堰
等
の
復
旧
工
事
の
進
め

方
の
ル
ー
ル
が
あ
る
の
か
。

②
仮
設
住
宅
の
建
設
予
定

地
は
決
め
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
入
居

条
件
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

③
罹
災
証
明
書
等
の
交
付

の
体
制
は
で
き
て
い
る
の

か
。

④
国
や
県
と
の
連
携
つ
い

て
、
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

事
前
に
実
習
し
て
お
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

⑤
気
象
台
と
の
連
携
の
重

要
性
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　
災
害
が
発
生
し
た
場

合
は
、
建
設
課
に
よ
る
現

地
調
査
を
実
施
し
、
山
形

県
に
災
害
の
規
模
・
復
旧

費
用
を
報
告
。
そ
の
後
、

国
土
交
通
省
に
よ
る
災
害

査
定
を
経
て
、
災
害
復
旧

事
業
を
町
が
行
う
。

　
仮
設
住
宅
は
、
中
央
公

園
と
旧
二
中
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
建
設
候
補
地
と
し
て

い
る
。
全
壊
等
で
自
力
で

住
宅
を
確
保
で
き
な
い
方

が
対
象
で
、
町
が
入
居
者

の
選
定
等
を
行
う
。

　
罹
災
証
明
書
は
一
連
の

事
務
が
全
国
で
統
一
さ
れ
、

他
自
治
体
か
ら
の
応
援
職

員
も
処
理
が
し
や
す
く
な

り
、
迅
速
な
対
応
が
期
待

で
き
る
。

　
災
害
時
に
国
・
県
と
の

連
携
調
整
を
図
る
た
め
、

内
閣
府
の
研
修
を
活
用
し

的
確
な
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
。

　
ま
た
、
気
象
台
と
は
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
等
の
連
絡
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

平
和
な
国
・
町
を

自
然
災
害
後
の
対
応
に

つ
い
て
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町長　効果的な対策が図られるよう研究していく

有害鳥獣対策は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

佐
さ

藤
とう

純
じゅん

子
こ

　議員

問  

町
で
は
令
和
６
年
度

か
ら
８
年
度
に
か
け
て
、

「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

を
策
定
し
、
捕
獲
や
防
護

柵
の
設
置
、
環
境
整
備
を

進
め
て
い
る
が
現
場
か
ら

は
「
捕
獲
体
制
の
人
員
不

足
」
「
柵
の
維
持
管
理
が

困
難
」
「
集
落
単
位
で
の

対
応
に
限
界
が
あ
る
」
な

ど
と
い
っ
た
声
が
い
ま
だ

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
６
年
度
の
決
算
状
況
も

踏
ま
え
、
町
の
有
害
鳥
獣

対
策
、
①
捕
獲
体
制
の
強

化
、
②
防
護
柵
の
整
備
と

維
持
管
理
、
③
デ
ー
タ
の

蓄
積
と
活
用
、
さ
ら
に
国

の
交
付
金
制
度
の
活
用
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

答
　
捕
獲
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
、
大
幅
な
増
加
で

は
な
い
が
地
区
に
よ
っ
て

は
地
元
農
家
や
転
入
者
な

ど
隊
員
が
増
加
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

　
ま
た
若
手
に
限
ら
ず
、

自
分
の
農
地
は
自
分
で
守

る
と
い
っ
た
方
に
対
し
て
、

町
単
独
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
報
奨
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
７
年
度
か
ら

捕
獲
奨
励
金
に
つ
い
て
見

直
し
、
拡
充
し
て
い
る
。

　
ま
た
物
価
高
騰
支
援
と

し
て
弾
薬
代
等
へ
の
支
援

を
強
化
し
て
い
る
。
防
護

柵
の
整
備
と
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
、
以
前
設
置
し

た
電
気
柵
や
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
の
破
損
や
故
障

に
対
し
て
更
新
は
可
能
で

あ
る
が
、
集
落
単
位
で
の

管
理
に
つ
い
て
も
含
め

て
、
意
見
を
お
聞
き
し
、

地
域
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
役
場
関
係
課
お
よ
び

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
、

効
果
的
な
対
策
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
防
災
面
も
含
め
、

町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形

で
支
援
で
き
る
か
、
研
究

し
て
い
く
。

問  

捕
獲
後
の
保
管
・
加

工
・
処
理
ま
で
を
含
め
た

一
連
の
流
れ
を
確
立
す
る

こ
と
が
、
有
害
鳥
獣
対
策

を
単
な
る
『
負
担
』
か
ら

『
地
域
資
源
の
活
用
』
へ

と
変
え
る
鍵
と
な
る
。

　
本
町
と
し
て
、
国
の
補

助
事
業
や
近
隣
自
治
体
と

の
連
携
も
視
野
に
入
れ
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
仕
組

み
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ

き
と
思
う
が
町
の
考
え
は
。

答
　
今
の
と
こ
ろ
、
町
主

体
と
し
た
認
可
処
理
施
設

の
設
置
に
よ
る
ジ
ビ
エ
と

し
て
の
流
通
を
図
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

　
流
通
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
流
通
経
路
が
確
保
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
拡

大
を
図
る
と
い
う
状
況
で

あ
れ
ば
、
町
と
し
て
支
援

す
る
余
地
は
あ
る
と
思
う

が
、
現
在
そ
の
販
売
経
路

が
全
く
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
町
が
積
極
的
に
施
設
を

整
備
す
る
に
は
、
今
後
、

研
究
が
必
要
と
考
え
る
。

問  

町
民
一
人
一
人
が
野

生
動
物
と
の
遭
遇
時
に
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

学
校
や
町
と
し
て
避
難
訓

練
な
ど
の
計
画
は
。

答
　
山
形
県
が
定
め
る
学

校
安
全
に
関
す
る
手
引
き

や
専
門
的
見
地
か
ら
の
指

導
を
参
考
に
、
今
後
、
野

生
動
物
対
応
に
関
す
る
安

全
教
育
、
学
校
安
全
へ
の

取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

▲行政と地域の連携体制の強化が急務

捕
獲
後
の
鳥
獣
の
加
工

や
流
通
の
可
能
性
は

有
害
鳥
獣
と
の
遭
遇

時
に
お
け
る
行
動
や

避
難
訓
練
は
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町長　戦没者追悼式を実施している　

平和への関心を
どう促してきたのか

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

菊
きく

地
ち

英
ひで

雄
お

　議員

問
　
今
年
は
戦
後
80
年
を

迎
え
た
が
、
当
町
は
唯
一

の
被
爆
国
の
一
自
治
体
と

し
て
核
兵
器
廃
絶
を
願
い
、

41
年
前
に
「
平
和
都
市
宣

言
」
を
し
て
い
る
。

　
宣
言
の
町
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
看
板
設
置
ほ
か
、

町
民
に
平
和
へ
の
関
心
を

促
す
施
策
や
事
業
な
ど
、

ど
う
進
め
て
き
た
の
か
。

答
　
現
在
実
施
し
て
い
る

事
業
と
し
て
は
、
戦
没
者

追
悼
式
で
あ
り
、
自
ら
の

地
域
の
戦
争
体
験
を
継
承

し
な
が
ら
、
不
戦
の
誓
い

や
恒
久
平
和
実
現
へ
の
思

い
を
強
く
し
て
い
た
だ
く

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
戦
争
体
験
者
の
減
少
、

高
齢
化
で
次
世
代
に
直
接

伝
え
る
機
会
は
難
し
い
が

学
校
な
ど
教
育
活
動
を
通

じ
た
取
り
組
み
は
。

答
　
生
命
を
大
切
に
す
る

心
を
育
て
る
こ
と
や
、
相

手
を
思
い
や
る
こ
と
、
愛

国
心
や
外
国
の
文
化
な
ど

の
理
解
を
深
め
る
事
柄
を

各
教
科
や
総
合
的
な
学
習

の
時
間
お
よ
び
特
別
活
動

の
中
で
指
導
し
て
い
る
。

問
　
今
後
、
未
来
を
担
う

中
学
生
を
広
島
や
長
崎
等

に
派
遣
し
、
戦
争
の
惨
禍

を
直
接
見
聞
き
し
て
学
び

平
和
の
大
切
さ
を
心
に
刻

ん
で
も
ら
う
こ
と
も
重
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

　
ま
た
町
民
や
団
体
な
ど

か
ら
平
和
を
考
え
る
取
り

組
み
提
案
等
が
あ
っ
た
場

合
、
町
も
共
催
や
支
援
等

を
考
え
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
　
中
学
生
の
広
島
や
長

崎
等
へ
の
派
遣
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
や
学
校

と
調
整
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
平

和
を
考
え
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
平
和
宣
言
の

理
念
に
合
致
し
、
町
と
し

て
で
き
る
も
の
で
あ
れ
ば

共
催
や
支
援
等
は
可
能
と

考
え
て
い
る
。

問
　
最
低
賃
金
引
き
上
げ

で
人
件
費
増
額
が
見
込
ま

れ
る
が
、
町
内
企
業
に
及

ぼ
す
影
響
な
ど
の
実
態
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

答
　
人
件
費
を
増
額
し
な

け
れ
ば
、
人
手
不
足
が
ま

す
ま
す
深
刻
化
し
、
受
注

が
あ
っ
て
も
対
応
が
で
き

な
い
な
ど
、
売
上
機
会
の

損
失
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
新
規
事

業
の
立
ち
上
げ
や
既
存
事

業
の
拡
大
に
向
け
た
人
員

配
置
が
で
き
ず
、
成
長
戦

略
が
描
け
な
い
の
で
は
な

い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

問
　
町
内
の
中
小
・
小
規

模
企
業
で
は
、
雇
用
確
保

や
事
業
継
続
の
厳
し
さ
も

想
定
さ
れ
、
国
の
支
援
が

不
可
欠
と
思
う
。
そ
の
支

援
策
に
対
す
る
町
内
企
業

の
活
用
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
町
独
自
の
支
援
策

な
ど
は
考
え
て
い
る
か
。

答
　
町
内
企
業
が
国
の
支

援
を
活
用
し
た
か
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
町
独
自

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
国

の
政
策
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
本
町
の
中
小
企
業
設

備
投
資
等
補
助
金
な
ど
を

通
じ
て
、
継
続
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

▲平和への想いを促す取り組みこそ

国
の
支
援
策
や

町
独
自
の
考
え
は

中
学
生
の

広
島
派
遣
な
ど
も

学
校
現
場
で
の

　戦
争
の
学
び
は

最
低
賃
金

引
き
上
げ
の
影
響
は
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町長　経済性や有効性を踏まえて県へ要請していく

電気柵の広域設置に工夫を

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

秋
あき

葉
ば

晶
あき

子
こ

　議員

問
　
近
年
ク
マ
や
サ
ル
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
野
生
動
物

の
食
害
や
人
的
被
害
が
多

発
し
て
い
る
。
境
界
線
の

環
境
整
備
を
行
う
上
で
、

電
気
柵
に
加
え
て
ワ
イ
ヤ

ー
メ
ッ
シ
ュ
、
侵
入
防
止

柵
、
グ
レ
ー
チ
ン
グ
設
置

な
ど
で
強
化
し
て
は
。

答
　
現
在
、
県
単
事
業
に

町
か
ら
の
負
担
も
合
わ
せ

て
助
成
し
て
い
る
。
こ
の

事
業
に
は
グ
レ
ー
チ
ン
グ

は
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

の
で
、
経
済
性
や
有
効
性

を
踏
ま
え
て
県
へ
対
象
資

材
の
要
望
を
行
っ
て
い
く
。

問
　
法
改
正
に
よ
り
市
町

村
町
の
判
断
で
「
緊
急
銃

猟
」
が
可
能
と
な
っ
た
。

県
、
国
と
連
携
し
実
施
体

制
を
整
備
し
て
ほ
し
い
と

思
う
が
、
町
の
考
え
は
。

答
　
赤
湯
猟
友
会
と
調
整

を
行
い
、
体
制
づ
く
り
や

条
件
面
等
に
つ
い
て
話
し

合
い
を
進
め
、
慎
重
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

問
　
集
落
内
を
巡
回
し
、

被
害
箇
所
を
確
認
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
被
害

対
策
実
施
隊
に
加
え
、
定

期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
体
制

や
地
元
監
視
補
助
員
制
度

な
ど
が
必
要
と
思
う
が
。

答
　
地
元
監
視
補
助
員
制

度
に
つ
い
て
は
、
猟
友
会

員
が
減
少
し
て
い
る
中
で

非
常
に
有
効
な
制
度
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
地
元
集
落
に
お
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ

け
れ
ば
地
域
の
意
識
も
高

ま
る
も
の
と
考
え
る
。

　
町
と
し
て
も
支
援
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
生
息
状
況
調
査
を
実

施
し
、
調
査
状
況
等
の
見

え
る
化
を
進
め
、
獣
害
対

策
を
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ

と
し
て
捉
え
、
仕
組
み
づ

く
り
を
し
て
は
。

答
　
「
自
分
の
農
地
は
自

分
で
守
る
」
こ
と
が
基
本

で
あ
る
の
で
、
地
域
全
体

で
考
え
て
い
く
時
期
だ
と

考
え
る
。

　
視
察
し
た
兵
庫
県
丹
波

篠
山
市
の
事
例
も
参
考
に

し
て
、
地
域
と
の
連
携
を

密
に
し
、
各
地
区
で
の
課

題
を
共
有
し
、
課
題
の
解

決
に
向
け
支
援
し
て
い
く
。

問
　
近
隣
市
町
村
と
の
連

携
を
と
り
、
監
視
カ
メ
ラ

で
の
生
態
や
行
動
の
確
認
、

セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
及
び
Ｇ

Ｐ
Ｓ
に
よ
る
調
査
を
実
施

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
　
現
在
、
被
害
の
あ
っ

た
農
家
へ
セ
ン
サ
ー
カ
メ

ラ
を
貸
し
出
し
て
被
害
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

鳥
獣
が
罠
に
か
か
る
と
携

帯
電
話
に
連
絡
が
来
る
装

置
も
猟
友
会
へ
貸
し
出
し

て
活
用
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
各
地
域
の
状

況
を
把
握
し
、
地
域
と
の

連
携
を
取
り
な
が
ら
効
果

的
な
対
策
が
図
ら
れ
る
よ

う
研
究
し
て
い
く
。

改
正
鳥
獣
保
護
管
理

法
へ
の
対
応
は

集
落
ご
と
の
実
状
に

合
わ
せ
た
環
境
点
検
を

ま
ち
づ
く
り
の
視
点

で
獣
害
対
策
に

広
域
捕
獲
で
の

有
効
的
な
対
策
を

▲地域ぐるみで柿の木の伐採を
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町長　がん検診受診への行動変容につながっている

町報掲載
「がん征圧月間」の効果は

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

青
あお

柳
やぎ

　 貴
たかし

　議員

問
　
毎
年
町
報
９
月
号
に

「
が
ん
征
圧
月
間
」
と
し

て
、
国
の
「
が
ん
を
防
ぐ

た
め
の
新
12
か
条
」
を
掲

載
し
、
が
ん
征
圧
に
向
け

た
活
動
を
し
て
い
る
が
、

そ
の
効
果
を
ど
う
捉
え
て

い
る
か
。

答
　
町
報
で
は
、
が
ん
予

防
の
正
し
い
知
識
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
重
要

性
を
中
心
に
発
信
し
て
お

り
、
そ
の
効
果
と
し
て
、

町
民
の
生
活
習
慣
や
環
境

の
見
直
し
、
が
ん
検
診
受

診
へ
の
行
動
変
容
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
が
、
数
値
と
し
て

そ
の
効
果
を
示
す
の
は
難

し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　問
　
厚
生
労
働
省
の
委
託

機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ

イ
ト
に
「
が
ん
細
胞
は
、

健
康
な
人
の
カ
ラ
ダ
で
も

一
日
に
５
０
０
０
個
で
き

お
り
、
そ
の
都
度
退
治
し

て
い
る
の
が
免
疫
細
胞
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

免
疫
細
胞
の
働
き
を
町
民

に
ど
う
指
導
し
て
い
た
の

か
。
ま
た
、
免
疫
力
を
高

め
る
こ
と
の
有
効
性
を
ど

う
情
報
発
信
す
る
の
か
。

答
　
免
疫
の
分
野
は
、
専

門
性
が
高
く
、
免
疫
そ
の

も
の
に
関
す
る
詳
細
な
指

導
を
町
が
直
接
行
う
こ
と

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
ま
た
、
免
疫
の
有
効
性

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
十
分
な
睡
眠
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、

適
度
な
運
動
、
禁
煙
な
ど
、

免
疫
機
能
を
維
持
す
る
た

め
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て
発

信
し
て
く
。

問
　
国
内
の
人
工
透
析
患

者
数
は
、
平
成
２
年
は

10
万
３
千
人
だ
っ
た
が
、

令
和
２
年
に
は
３
・
４
倍

の
34
万
８
千
人
に
急
増
し

て
い
る
。
高
畠
町
で
は
ど

の
よ
う
な
状
況
か
。

答
　
６
年
度
末
に
お
け
る

人
工
透
析
患
者
数
は
49
人

で
、
３
年
度
末
の
35
人
と

比
較
す
る
と
14
人
増
加
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
人
工
透
析
に
関

す
る
更
生
医
療
の
新
規
申

請
者
の
推
移
を
み
る
と
、

新
規
の
人
工
透
析
患
者
数

は
６
年
度
で
６
人
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
は
平
均
す

る
と
６
人
前
後
で
推
移
し

て
い
る
。

　問
　
健
康
診
断
な
ど
で
の

採
血
デ
ー
タ
に
あ
るｅ
Ｇ

Ｆ
Ｒ
（
腎
臓
の
糸
球
体
が

一
分
間
に
ど
れ
だ
け
血
液

を
濾
過
し
た
か
を
示
す

値
）
が
60
未
満
に
な
る
と

腎
機
能
低
下
の
黄
色
信
号

と
言
わ
れ
て
い
る
。
町
で

は
人
工
透
析
回
避
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
な
段
階
で

ど
う
指
導
し
て
い
る
か
。

答
　
人
工
透
析
に
至
る
原

因
疾
患
の
う
ち
、
糖
尿
病

性
腎
症
な
ど
、
生
活
習
慣

が
発
症
に
影
響
す
る
疾
患

を
予
防
す
る
た
め
、
適
正

体
重
の
維
持
や
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
、
減
塩
、

運
動
、
適
正
飲
酒
、
禁
煙

な
ど
の
推
進
に
関
す
る
情

報
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
広
く
発
信
し
て
い
る
。

　
次
に
、
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
被
保
険
者
で
、
健
康
診

査
の
受
診
結
果
、
肥
満
や

血
糖
、
脂
質
、
血
圧
、
尿

酸
の
値
が
要
指
導
、
要
受

診
判
定
な
ど
の
う
ち
医
療

機
関
の
未
受
診
者
に
保
健

指
導
や
受
診
勧
奨
を
行
っ

て
い
る
。

　
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
に
つ
い
て
は

健
康
診
査
の
結
果
で
生
活

習
慣
病
予
防
に
向
け
た
保

健
指
導
や
糖
尿
病
お
よ
び

慢
性
腎
臓
病
重
症
化
予
防

事
業
対
象
者
の
抽
出
、
指

導
後
の
評
価
指
標
な
ど
に

活
用
し
て
い
る
。

免
疫
力
の
有
効
性
を
ど

う
情
報
発
信
す
る
の
か

町
内
の
人
工
透
析

患
者
の
状
況
は

人
工
透
析
回
避
に
向

け
て
の
指
導
状
況
は

わが国の慢性透析療法の現状（２０２３年１２月３１日現在）

慢
性
透
析
患
者
数

※１９８９年末の患者数の減少は、当設年度にアンケート回収率が８６％と例外的に低かったことによる
　見掛け上の影響である人口１００万対比は回収率８６％で補正

慢性透析患者数（１９６８－２０２３）と有病率（人口１００対比、１９８３－２０２３）の推移
（施設調査による集計）

人
工
１
０
０
万
対
比
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町長　様々な団体の活動支援を検討する

文化のまちづくりの
これからは

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

武
たけ

田
だ

正
まさ

隆
たか

　議員

問  

施
設
管
理
運
営
支
援

と
し
て
の
自
主
事
業
協
会

の
復
活
な
ど
考
え
て
み
て

は
ど
う
か
。
町
民
自
ら
が

見
た
い
も
の
、
聴
き
た
い

も
の
の
選
択
に
参
加
で
き

る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
で
、
文
化
事
業
は
必

ず
生
き
生
き
と
し
た
町
民

の
姿
を
見
出
せ
る
も
の
と

思
う
が
ど
う
か
。

①
様
々
な
文
化
団
体
が
活

動
し
て
い
る
が
、
も
っ
と

も
っ
と
充
実
さ
せ
る
べ

く
、
支
援
が
重
要
で
は
な

い
か
。

②
ね
ほ
だ
れ
大
会
の
よ
う

な
楽
し
い
舞
台
づ
く
り
を

も
う
一
度
試
み
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答
　
協
会
の
復
活
に
つ
い

て
は
、
運
営
方
法
等
の
面

で
難
し
い
と
考
え
て
い
る

が
、
利
用
者
懇
談
会
の
実

施
な
ど
、
文
化
ホ
ー
ル
が

地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
芸

術
活
動
の
場
と
し
て
、
指

定
管
理
者
と
共
に
利
用
促

進
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
様
々
な
団
体
が

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る

た
め
の
支
援
も
十
分
検
討

し
た
い
。

　
そ
し
て
、
必
ず
満
席
と

な
っ
て
い
た
「
ね
ほ
だ
れ

大
会
」
の
よ
う
に
、
出
演

者
も
観
客
も
一
緒
に
喜
び

を
分
か
ち
合
え
る
よ
う
な

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

問  

訪
問
介
護
や
訪
問
看

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

が
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、

全
国
的
に
自
治
体
に
よ
っ

て
は
、
特
に
訪
問
看
護
を

廃
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

目
立
っ
て
い
る
と
い
う
が
、

ど
う
な
の
か
。
わ
が
町
の

状
況
は
。

答
　
訪
問
介
護
等
の
近
年

の
町
の
実
情
は
、
訪
問
看

護
事
業
や
訪
問
介
護
事
業

の
事
業
所
数
に
増
減
は
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体

制
は
安
定
し
て
い
る
。

　
町
も
現
状
を
把
握
し
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携

し
、
介
護
保
険
制
度
の
適

切
な
運
営
と
事
業
の
充
実

を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

問  

感
受
性
の
強
い
時
代

に
、
し
っ
か
り
と
し
た
平

和
教
育
を
行
い
、
次
世
代

へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
る
。
学
校
教

育
で
の
平
和
教
育
を
取
り

上
げ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

答
　
授
業
の
中
で
、
教
科

書
や
資
料
を
通
じ
、
戦
争

が
も
た
ら
す
影
響
や
、
戦

時
下
の
人
々
の
思
い
を
想

像
し
、
共
感
す
る
力
を
育

む
こ
と
は
非
常
に
大
切
で

あ
る
。

　
過
去
の
悲
惨
な
出
来
事

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
今
、
世
界
で
起
こ
っ

て
い
る
争
い
に
も
目
を
向

け
、
同
じ
過
ち
を
繰
り
返

さ
ぬ
よ
う
、
平
和
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
こ
と

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
非
常
に
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

平
和
教
育
の

取
り
組
み
は

訪
問
介
護
等
の
実
情
は

▲生き生きとした文化事業を望む
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町民が望む
豊かさや暮らしを

一 般 質 問

動
画
配
信
は
こ
ち
ら
か
ら

山
やま

木
き

義
よし

昭
あき

　議員

町長　安心して暮らせるまちづくりを進めていく

問  

町
民
が
暮
ら
し
や
す

い
、
ず
っ
と
住
み
続
け
た

い
と
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
は
ど
う
か
。

答
　
誰
も
が
安
心
し
て
日

々
を
過
ご
せ
る
住
環
境
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
教

育
、
や
り
が
い
を
持
っ
て

取
り
組
め
る
仕
事
、
ゆ
と

り
の
あ
る
子
育
て
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む

文
化
、
豊
か
な
自
然
と
の

共
生
な
ど
、
一
人
一
人
の

声
や
想
い
が
反
映
さ
れ
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

問  

働
く
場
所
が
必
要
だ

が
、
町
内
に
は
産
業
団
地

の
空
き
が
な
い
。
現
在
の

検
討
状
況
は
。

答
　
一
般
財
団
法
人
日
本

立
地
セ
ン
タ
ー
の
産
業
用

地
整
備
促
進
伴
走
支
援
事

業
を
活
用
し
、
全
国
の
産

業
用
地
整
備
お
よ
び
企
業

誘
致
の
動
向
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
に
加
え
、
現
在

策
定
中
の
「
高
畠
町
産
業

立
地
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
関
し

て
、
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
課
題
に
対
す
る
助
言
を

受
け
て
い
る
。

　
今
後
も
継
続
し
た
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
地
権
者

等
と
の
合
意
形
成
お
よ
び

財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問  

観
光
地
、
資
源
の
整

備
と
移
動
手
段
を
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

答
　
本
町
は
、
魅
力
的
な

観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
、

ど
の
観
光
地
も
多
く
の
関

係
者
の
協
力
に
よ
り
維
持

管
理
が
さ
れ
て
い
る
。

　
町
で
は
、
サ
イ
ク
リ
ン

グ
で
歴
史
を
感
じ
る
ス

ポ
ッ
ト
巡
り
を
安
心
し
て

で
き
る
よ
う
「
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
寄
付
金
を
活
用

し
、
緑
道
沿
い
の
ベ
ン
チ

や
花
壇
の
整
備
、
遊
具
等

の
改
修
を
行
い
、
既
存
の

価
値
あ
る
地
域
資
源
の
再

整
備
を
図
っ
て
い
く
。

問  

玄
関
前
の
除
雪
車
に

よ
る
雪せ
っ

塊か
い

の
処
理
が
高
齢

者
の
課
題
。
高
畠
ま
る
ご

と
お
う
え
ん
ポ
イ
ン
ト
と

の
連
携
な
ど
、
新
た
な
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
町
で
は
、
除
排
雪
に

関
す
る
相
談
窓
口
の
委
託

事
業
や
高
齢
者
世
帯
等
へ

の
除
雪
費
助
成
金
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
で
は
、
自
治
区
へ
の

除
排
雪
事
業
へ
の
助
成
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
を

行
っ
て
い
る
が
、
今
後
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
活
用
も
含

め
て
、
地
域
の
中
で
助
け

合
う
互
助
の
仕
組
み
づ
く

り
の
支
援
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

問  

特
別
に
支
援
を
必
要

と
す
る
子
や
別
室
登
校
の

子
が
増
え
て
い
る
。
特
別

支
援
学
校
や
学
び
の
多
様

西
町
西
工
業
団
地
の

拡
張
が
必
要
で
は

観
光
客
の
誘
客
を

高
齢
者
に
や
さ
し
い

ま
ち
づ
く
り
を

全
て
の
子
ど
も
に

よ
り
よ
い
教
育
を

▲賑わいを見せる瓜割石庭公園

化
学
校
を
設
置
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答
　
小
学
校
の
教

育
環
境
等
の
検
討

を
諮
問
し
て
い
る

段
階
で
あ
り
、
教

育
委
員
会
の
答
申

を
基
に
、
特
別
支

援
教
育
分
野
に
関

す
る
事
項
に
つ
い

て
も
検
討
が
必
要

と
考
え
る
。
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◦表紙のひと◦

まほろば人

き・ら・り

消防団の現在の活動体制状況は？
　第５分団の団員数は１２４人で町内の消防団の
中で最も団員が多い組織となっております。しか
し、昨今の少子化により団員数は減少傾向にあ
り、勤務体制の多様化も重なり、万全な出動対応
の必要性から令和７年度、班統廃合により３班減
の１１班編成となりました。
　基礎的な訓練や点検方法をベテラン団員が新人
団員に教えることで、技能向上を図り、有事の際
に万全な体制で活動に当たられるように日頃から
努めています。

　
　地域住民の安全安心を守る組織として、休日を
削り訓練活動をする必要があり大変なところもあ
りますが、年齢層が幅広い消防団は様々な活動の
中で若手団員にとって人生の先輩から教えてもら
えることはたくさんあります。
　消防団活動は地域とのつながり無くして行うこ
とはできません。これから地域の担い手となって
いく若手団員が、地域の方々と「共助」の精神の

●
●
●
●

編
集
委
員

委
員
長
　
　
青
　
柳
　
　
　
貴

副
委
員
長
　
　
竹
　
田
　
正
　
樹

委
　
　
員
　
　
秋
　
葉
　
晶
　
子

木
　
村
　
雅
　
博

金
　
子
　
睦
　
夫

佐
　
藤
　
純
　
子

西
　
方
　
茂
　
太

本会議の傍聴は自由です。
詳しい日程は１２/３以降町ホームページでご確認ください。

問い合わせ先　議会事務局☎52-4485

１２月定例会を傍聴しませんか　
１２月９日（火）～１９日（金）

高畠町消防団第5分団
　今回の“きらり”まほろば人は、高畠町消防団第 5分団（和田
地区）幹部の皆さんです。
　地域の火災予防に努め、日々昼夜を問わず活動を続けていま
す。年々、団員が減少している中でも部の再編成を行いなが
ら、限られた人数で組織の維持や活性化に尽力しています。
　地域に必要な組織である、今後の消防団活動をどのように考
えておられるか話を伺いました。

もと活動をしていくことが和田地区民への信頼
を得ると共に、活性化の一助となると考えてお
ります。

　

　消防団とは、地域とつながるボランティア団
体です。知識や技能は先輩団員が熱心に教えて
くれるのでまったく心配はいりません。仲間と
協力して災害から町を守ることのやりがいを一
緒に感じてみませんか。

　
　最近は火災出動だけではなく、異常気象によ
る災害級の大雨など消防団活動の範囲は広がっ
ており、地域の方々との連携が被害を最小限に
抑えることにつながります。
　消防団として有事の際に万全な体制で活動に
当たれるよう日頃の訓練を実施して参ります。
　今後とも連携体制強化の継続をよろしくお願
いいたします。

消防団活動の魅力とは？

新たな仲間にメッセージ

地域の皆様にメッセージ

日頃の鍛錬を礎に常に万全を期す
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